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1．はじめに

　近年，「戸外の自然の中で，異年齢の子ども達が，集

団で知恵と身体を働かせて遊ぶ」ことから，「屋内で1

人ないし少人数の子どもが，テレビゲーム等で遊ぶ」よ

うに，子ども達の遊びの様子が随分と変化してきている．

しかし，幼児期の子どもの健全なる発達を考えた時，身

体活動を伴う遊びは不可欠である．幼児期にどれだけ多

くの遊びを経験してきたかは，生涯への健康だけでなく，

知性，社会性の獲得にも大きな影響を及ぼすと言っても

過言ではない．保育士，幼稚園教諭は，子ども達の成長

過程における一っの環境である．我々養成機関で指導に

携わる者として，保育士，幼稚園教諭にとって必要とさ

れる資質は何か，ということを健康教育面から考える必

要がある．

　本学における，資格必修科目である「保育内容の研究

（健康）」，「体育運動方法（実技）」は，幼児の面から，ま

た学生の面から生涯にわたる健康への意識・体力の向上

だけでなく幅広く指導している．より充実した内容を目

指し，特に「体育運動方法（実技）」に関しては，日々

検討を加えているところである．

　前回1）は，現在の学生を理解する一っとして，学生の

体力や健康状態の実態，及びこれまでの学生自身の経験

活動や活動欲求にっいて調査し報告した．その結果，保

育士に求められる資質の一っに自分自身の健康管理と体

力が必要不可欠であること．また，学生自身が幼児期か

ら児童期にかけて印象に残った遊びの類の調査結果から

は，仲間と一緒にした「鬼あそび」が多く，また現在で

も機会があれば皆と実践し，楽しく体を動かして遊びた

いと強く思っている，ということであった．

　そこで今回は，「鬼あそび」に着目し，「鬼あそび」と

は，また「鬼あそび」の種類にっいて考察し，特に幼児

期の子ども達にどのような影響を与えるのかを，心身の

発育における「鬼あそび」の意義などにもっいて文献か

ら調査し，また実際に現在の幼稚園において，どのよう

な「鬼あそび」をしているのか調査した結果と考え合わ

せながら報告する．

皿．研究の目的

　＊　初等体育研究室

＊＊　初等体育第一研究室

　子ども達の健康教育に関わる環境の一っとして保育士

を考えるならば，保育士自身の「経験」からの影響も強

いと考えられる．学生の様子をみると，これまでに学生

自身が「楽しかった」「面白かった」「思い切り体を動か

して気持ちよかった」「またやりたい」というような活

動欲求を満足させる経験も年々少なくなっているようで

ある，将来保育士になった時，この経験の少なさは幼児

期に必要な，適切な環境の場を設定するのに多少なりと
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も影響を与えるものであろう．子ども達が意欲的に体を

動かすように促したり，励ましたりするような言葉がけ

をすることができるか否かにも大きな影響を及ぼすので

はないかと考えられる．

　そこで今回は，実際に幼稚園で実施されていた「鬼あ

そび」について調査し，現在の子ども達がどのような

「鬼あそび」をしているのかを把握すると共に，その

「鬼あそび」が子どもの発育発達にどのような意味をも

ち，効果があるのかを考察し，「鬼あそび」に関する理

解を深めたい．そして，保育士養成校として実践力を高

めるために体育関連科目の授業内容を検討する一つの題

材としたい．

皿．研究方法

方法：「鬼あそび」にっいての質問紙調査

実施日：平成17年11月28日～12月10日（2週間）の

　　　　幼稚園実習時

対　象：保育科1年261名　幼稚園101園

lV．結果及び考察

　1．「鬼あそび」についての調査結果

　図1は，「実習中，子ども達は「鬼あそび」をしてい

たか」にっいての調査結果を示したものである．’

無5．2　OfO

　　　　　　　　有　94．8％

図1　鬼あそびをしていましたか？

　実践の有無にっいては，「有」が94．8％，「無」が5．2％

であった．

　実習時期の関係もあるが，この時期ほとんどの園が，

「鬼あそび」が子ども達のあそびの中に多くみられたと

いう結果を得た．

　次に「無」とした幼稚園での戸外におけるあそびを図

2に示した．それらの園では，「固定遊具」「砂場あそび」

「なわとび」「三輪車」などが挙げられていたが，ここで

　　（種類）

　固定遊具

　砂場あそび

　なわとび

　　三輪車

　　ポール

　おままごと

　落ち葉集め

　　かけっこ

でんしゃごっこ

0 2　　4　　6　　8　　10　　12（人）

図2　戸外での遊び

の「固定遊具」は，ブランコや鉄棒，すべり台，ジャン

グルジムなどであり，それぞれに幼児期に獲得したい動

きの経験が出来るものである．

　図3は，「鬼あそびの内容」の結果を示したものであ

る．

　　　（種類）
追し、カ、1ナっこ

　かくれんぼ

　　氷鬼
はじめの一歩

　　色鬼
　ドロケイ

　　高鬼
　　その他
しっぽとり鬼

　　影ふみ
ハンカチ落とし

手つなぎ鬼

　　助け鬼
　　缶けり
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）

　　　　　　　　図3　鬼遊びの内容

　「追いかけっこ」が最も多く82．4％，「かくれんぼ」が

69．6％，「氷鬼」が52％，以下「はじめの一歩（だるま

さんがころんだ）」「色鬼」「ドロケイ」「高鬼」となって

いる．ほとんどの幼稚園で「追いかけっこ」を中心とし

た「鬼あそび」が展開されていることが伺える．これは，

年少児から年長児まで年齢を問わず，「走る」，「追いか

ける」「逃げる」という動きの中で，「捕まったら鬼を交

代する」というあそび方と思われる．

　次に，実際に幼稚園で遊んでいた鬼あそびを年齢別に

分類した結果を図4に示した．

　年少児では，「追いかけっこ」が100％であった．次い

で「かくれんぼ」「はじあの一歩」となっている，

　年中児では，「追いかけっこ」が82．2％と最も多く，

次いで「かくれんぼ」「はじめの一歩」「色鬼」となって

いる．
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　（穐顛）

追いかけっこ

かくれんぼ

　　氷兜

はじめの一歩

　　色見

　ドロケイ

　　高鬼

　その他

しっぽとり兜

　彰ふみ

ハン好落とし

手つなぎ兜

　助け見

　缶けり
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図4　年齢別による鬼あそび
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年長児では，「氷鬼」が79．5％と最も多く，次いで「追

いかけっこ」「かくれんぼ」「ドロケイ」となっている．

　また，「その他」と回答した鬼あそびを図5に示した．

　（種類）

　ろうそく鬼

　バナナ鬼

　地蔵鬼

　引越し鬼

　　木鬼
あぶくたった

　十字鬼

　まる鬼

　おいも鬼

　中あて鬼

　形おに

　はしご鬼

　増え鬼
ぐらたたき鬼

0 2 4 6

図5　その他の遊び

8 10（人）

「ろうそく鬼」「バナナ鬼」「地蔵鬼」「木鬼」など，「氷

鬼」や「高鬼」などと同様に，基本の鬼あそびから派生

した「鬼あそび」が占めていた．しかしながら，名称や

あそび方については，伝承的なものとして，一般的なも

のとして知られているものもあるが，地域によってあそ

び方に違いがあると思われる．

　これらのことから「追いかけっこ」や「かくれんぼ」

は，年齢を問わずに子ども達が好んで遊んでいるあそび

の一っであることが読み取れる．これらは，遊び方が簡

単で，子ども達にとって単純ではあるが「動きたい」欲

求を存分に満たしていると考えられる．

　「鬼あそび」には子どもの年齢や身体の発育発達に応

じた多様な種類のあそび方があり，保育士はそれらを経

験として，また知識として体得しておくことも必要であ

ろう．現在地域ではなかなか味わえない集団遊びの楽し

さを経験させ，子ども達の体力の向上には勿論のこと，

発達刺激として活用してほしいと考えている．

　2．学生の活動経験

　前回1）報告した結果から，現在の学生が幼児期に経験

して印象に残っている身体的活動は，「固定遊具」が最

も多く，次いで「鬼ごっこ」「ドロケイ」「なわとび」

「一輪車」「かくれんぼ」「色鬼」「氷鬼」であった．これ

らは，今回調査した幼稚園における「鬼あそび」の種類

とほぼ同じであった．っまり，現在の学生が幼児期であっ

た頃と，今現在の子ども達の「鬼あそび」の種類は，あ

まり変わっていないと考えられる．今の子ども達が，もっ

と楽しく，面白く動ける内容の「鬼あそび」は多くある．

しかし現状は，保育士自身が幼い頃経験した「鬼あそび」

を中心に展開しているのであろう．学生自身が知ってい

る，または経験した「鬼あそび」の種類も少なく，幼児期

や児童期において，それ以上の「鬼遊び」の仕方・種類を

知る機会も少なかったとも考えられる．

　保育の場において，質の高い遊びの楽しさを体験でき

る環境を作り出すためには，保育士自身も「鬼あそび」

に限らず，身体的活動を伴う「運動あそび」を数多く経

験し，それらの中でいろいろな遊び手段を習得し，臨機

応変に活用できる能力を持っていることが必要と考える．

つまり，保育士養成校である本学の資格必修体育関連科

目において，今回挙げられた「鬼あそび」は勿論，それ

以外の「鬼あそび」を出来るだけたくさん体験させ，発

育年齢を考え合わせた中で展開できる能力を持たせるこ

とも一っの課題であるといえる．そして，学生自身に新

たに「鬼あそび」というものを「気づかせ」・「工夫させ」・

「理解させ」・「楽しませ」，その結果，将来保育士になっ

た時に，子ども達に反映させることが出来れば幸いであ

る．
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　次に，文献を参考に「鬼あそび」の意義や，幼児の発

達特性にっいてまとめてみる．

　（1）鬼あそびとは

　「鬼あそび」は，集団から成り立っ昔からある，いわ

ゆる伝承あそびの一つaa輔）である．これは時代の流れ

と共に遊び方やルールが様々に変化し，多様で，しかも

特徴的である．さらに，遊び方が単純なものが多い．鬼

あそびの基本である「走る」「追いかける」「逃げる」

「隠れる」「探す」といった動作は，生活の中では特別な

ものではなく，誰もが自然に行っているものからの発展

と思われる．そして，鬼にっかまらないようにするとい

う目的の中で，子ども達は新たな移動運動の形態を習得

していくのである．

　基本的な遊び方は次の通りである．

　①最初に子供たちの中で鬼を一人決める

　②残りの子どもは逃げる

　③捕まったら鬼と交替する

以上は，「鬼遊び」の基本的ルールの一っである．

　また，子ども達の成長段階に合わせて，その中から自

由に遊び方を工夫できるという点にも特徴がある．「追

いかける」「逃げる」という「走る」ことを主とした動きだ

けでなく，いろいろな動きと簡単なルールをもって，加

齢と共に工夫ができる．

　（2）鬼あそびの意義

　子ども達が鬼あそびをすることにより，次のような発

達刺激が期待できる6）と考える．

○身体的発達にっいて

　　「追いかける」「逃げる」という動きは勿論，「よけ

　　る」「止まる」「しゃがむ」などの動きが加わること

　　によって培われる多様な動きを経験することで，適

　　切な身体の発達を調和的に促すことができる．これ

　　は人間にとって必要不可欠な体力構成要素であり，

　　っまり筋力，敏捷性，平衡性，巧緻性，柔軟性，持

　　久力を獲得することである．

○知的発達について

　　子ども達の年齢や発達に合わせて，ルールや遊び方

　　を工夫できる．

○社会的発達にっいて

　　仲間とかかわることによって社会性が養われる．

○情緒的発達にっいて

　　鬼になりたい，捕まらないように逃げたい，仲間と

　　一緒に遊ぶことの楽しさ，嬉しさ，悔しさなど，様々

　　な感情が刺激される．そこから，人を思いやる気持

　　ちや仲間と協力する気持ちも養われる．

○創造性の発達にっいて

　　たくさんの鬼あそびを経験することにより，次はこ

　　うしたい，こんなルールで遊びたいなどの創造性が

　　養われる．

　これらを踏まえると，「鬼あそび」は幼児期の子ども

達にとって多くの発達刺激要素を含むものであり，有効

に活用させることは，大変有意義なことである．さらに，

「鬼あそび」は，道具や器具の必要がほとんどなく，「仲

間」「場所」等があれば展開でき，子ども達に活動の満

足感を与えることができる有益な教材と考えられる．

　故に保育士は，子ども達の発達に合った「鬼あそび」

を選択し，工夫する楽しさと経験をさせてあげるために，

保育士自身の経験活動の豊かさが求められると考えられ

る．保育士自身の経験，知識の少なさは，その楽しさも

工夫も出来ず，仲間（集団）を生かしきれないであろう．

　数年前にも，「鬼あそび」の経験調査をしたが，ここ

5～6年は，以前の半数以下の結果であった．というこ

とは，現在の学生の「鬼あそび」（鬼あそびだけと限ら

ないとは思うが）の経験は，年々減少の傾向にあると思

われ，学生自身の育った環境にも変化が生じてきた状況

であろうと推測される．

　（3）幼児期における「鬼あそび」の種類

　現在，日本で実施されている，あるいは紹介されてい

る鬼あそび2’3’4’5’6’7’8’9’10’11’12）は，100種類

以上と言われている．その中から，鬼あそびの意義を踏

まえて，幼児期に是非経験させてあげたい鬼あそびの種

類を大まかに分類してみた．

　①ひとり鬼のもの

　追いかけごっこ・ところてん鬼・追い出し鬼・ねずみ

　とねこ・影ふみなど

　何人かの子ども達の中の一人が「鬼」になり，その他

の子どもはすべて「子」（逃げる人）になる．鬼が子た

ちを追いかけて，その中の一人を捕まえれば，捕まえら

れた子が新しく鬼になって交替する．

　②鬼が増えていくもの

　っなぎ鬼・ふやし鬼など
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　ひとりの「鬼」から始まり，鬼に捕まった子は「鬼」

として子を追いかける．一緒に逃げていた仲間がいっの

間にか鬼になって増えていくもの．鬼あそびとしては，

活気あふれるものである．

　③内容や方法に制約や変化があるもの

　ハンカチ落とし・高鬼・しゃがみ鬼・形鬼など

　ハンカチを落とされた人や，高い所に乗る，しゃがむ

など，安全地帯や条件を満たしたら捕まらないという，

遊び方の内容や方法に制約や変化のあるもの．

　④場所や体形に制限があるもの

　ねことねずみ・田の字鬼・放射鬼・通り抜け鬼・ライ

　ン鬼・島鬼など

　円形になってする，図形の定ある場所の中でするなど，

場所や体形に制約や変化が加わったもの．また，鬼のい

るラインを増やす，安全地帯の広さを調節することで，

年齢に適した遊びにできる．

　⑤人に制約や変化があるもの

　目かくし鬼・島巡りなど

　鬼や子に目かくしをしたり，片足で追いかけたりなど，

人自身に制約や変化が加わったもの．

　（4）子どもの発育発達とあそびについて

　子どもが生まれて小学校を卒業するまでの発達を段階

的に捉えると，次のような過程になる13）．

○胎児期…受胎から誕生まで

　・身体の発達

○乳幼児期…誕生から約18ヶ月まで

　・移動運動の確立，言語への取り掛かり，肉親への愛

　　情の芽生え

○児童前期…約18ヶ月から約6歳まで

　・言語の確立，性役割の確立，集団あそび

○児童後期…約6歳から約13歳まで

　・速さを除いて，多くの認知過程が成人並

　この過程において「あそび」（特に身体的活動を伴う

運動）は，子どもの調和的な心身の発育発達に，特に大

きな影響を及ぼすことがわかる。そして，子どもにとっ

て「発育」の過程で「身体的活動を伴うあそび（運動あ

そび）」は重要な要素の一っである．

　幼稚園教育要領14）の健康領域では，ねらいの一つに

「自分自身の身体を十分に動かし，進んで運動しようと

する」とあり，その内容には，「いろいろな遊びの中で

十分に体を動かす」，「進んで戸外で遊ぶ」というような

ことが挙げられている．また，保育所保育指針15）にお

いても，乳児期からの身体の発達特性に応じた運動遊び

の内容が示されている．

　以上のことからも，「体を動かして遊ぶ」ことが難し

くなってきている現代，子ども達が「集団あそび」から

「個のあそび」へと変化しっっあることも，現在の学生

からも推測される．幼児期から児童期にかけての基礎体

力の不足，体を動かす経験の少なさは，様々なところに

影響を与えているのである．

　子ども達が子どもらしさを発揮して，心底楽しく遊ぶ

ためには，「時間」「場所」「仲間」「方法」が揃っている

ことが条件である．現在の生活環境を考え合わせると，

子どもが幼稚園や保育園などの機関に居る時間だけが，

唯一のあそび時間であると言っても過言ではない．

　今回，学生の運動への意識好意感と共に「鬼あそび」

を一っの題材として取り上げたが，前述したように，

「時間」「場所」「仲間」「方法」といった条件がかなえら

れれば，走る動き9）（他の動き等も含まれるが）を中心

とした「鬼あそび」は，今も昔も楽しく動ける意義のあ

る教材の一っとして考えられる．

V．まとめ

　「鬼あそび」にっいて，幼稚園での実態及び現在の学

生の経験活動，また運動欲求内容にっいて調査した結果

をまとめると，次の通りである．

　1．幼稚園において，子ども達が遊んでいる「鬼あそ

　　　び」は，ルール的には最も単純なものが多い．

　2．年長児になると，年少児，年中児とは多少違って

　　　きており，「氷鬼」や「ドロケイ」など，いわゆ

　　　る「条件鬼」と呼ばれるあそびが多く，発達程度

　　　からみて，集団で遊ぶ楽しさが理解できるような，

　　　また複雑なルールの内容の「鬼あそび」も可能で

　　　あると思われるが，保育士の経験，知識が問われ

　　　るところであると考える．

　3．「鬼あそび」は，子どもの身体的発達，知的発達，

　　　社会的発達，情緒的発達，創造性の発達刺激とし

　　　て有効である．

　以上のことから，「鬼あそび」が幼児のみならず，学

生自身にとっても，仲間と楽しく体を楽しく動かすこと

は，「鬼あそび」にっいての知識を高めるだけでなく，

日常の運動不足を解消し，好意感を持って身体活動の実

践に参加することの出来る一っの教材と考える．
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VI．おわりに

　今回は，現在幼稚園で実施されている「鬼あそび」の

実態を調査し，その意義について検討してみたが，今の

子ども達にとって大切なことは，幼稚園や保育園に居る

時間を大いに活用して，身体的活動の一っである「鬼あ

そび」を数多く保育の中に取り入れることである．それ

が，健康の保持・増進として役立てる一っの手段として

位置づけられるのではないだろうか．「鬼あそび」に限

らず，子ども達にかかわる保育士の楽しかったという身

体的運動（運動遊び）の経験は，幼児に与える影響が大

きいと考える．

　今後も継続的な研究として，健全な子ども達を育てる

保育士養成校としての体育関連科目の内容・方法などに

ついて検討していきたい．
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本学保育・児童学科における体育関連科目の果たす役割（2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　　This　result　is　as　fbllows：”tag　play”is　necessary　fbr　not　only　children　but　also　student　herself．

It　raises㎞owledge　about”tag　play”to　happily　move　a　body　with　a　friend　and　cancels　everyday

stress　under　exercise．　The　reason　is　because　it　with　the　teaching　materials　of　the　one　which　can

participate　in　practice　of　body　activity　with　a　feeling　of　goodwill．　As　fbr　the　thing　that　is　impor－

tant　fbr　the　present　children，　I　utilize　time　to　be　in　a　kindergarten　and　a　nursery　school　very

much　and　am　to　take　in”the　tag　play”that　is　one　ofthe　activity　of　a　body　in　a　lot　of　childcare．

The　reason　is　because　it　is　thought　that　it　is　evaluated　as　means　of　maintenance／one　to　make

use　of　as　an　increase　of　the　health．　As　well　as　t’the　tag　play”，　experience　of　physical　exercise

（exercise　play）　thinks　that　inf【uence　to　give　an　infant　is　big．

　　Iwant　to　examine　contents／amethod　of　a　physical　education　connection　subject　as　the　child－

care　person　training　school　to　bring　up　healthy　children　as　a　continuous　study　in　fUture．
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